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概要

このアプリケーションノートでは、Agilent PROTEEMA カラム、および溶出液として水溶性緩衝液を使
用して行われたタンパク質の GPC/SEC 分析を説明します。

中～高分子質量範囲のタンパク質の 
GPC/SEC 分析



はじめに

タンパク質の凝集およびフラグメンテーション
に関する調査は、バイオ医薬品ワークフロー
の必須情報です。この情報は、GPC/SEC 分
析で得られます1。

タンパク質の GPC/SEC 分析には、固定相と
の望ましくない非特異的な相互作用を回避す
るという課題があります。分析対象のモル質
量範囲に従って気孔率を選択することにより、
Agilent PROTEEMA カラムを使用して、さま
ざまなプロテインを分析できます。

実験方法

表 1 を参照してください。

結果と考察

堅牢性と信頼性に優れた GPC/SEC に
よるタンパク質の分析は、固定相とし
て PROTEEMA カラムを、溶出液として 
pH = 6.6 の水性リン酸緩衝液と 0.5 M 塩化
ナトリウムを使用して行われました。中～高モ
ル質量タンパク質の分析には、PROTEEMA 
3 µm 300 Å カラムを使用しました。図 1 は、
670,000～35,000 Da の 5 種類のタンパク質
（サイログロブリン、ガンマグロブリン、ウシ
アルブミン、ニワトリアルブミン、ベータラクト
グロブリン）のサンプルクロマトグラムを重ね
表示したものです。

表 1. 機器およびサンプル条件

条件

ポンプ
イソクラティックポンプ 
流量：1 mL/min 
移動相：34 mM リン酸緩衝液、pH 6.6、0.5 M 塩化ナトリウム

注入システム
オートサンプラ 
注入量：20 µL

カラム PROTEEMA 3 µm 300 Å、8 × 300 mm（p/n PRA0830033e2）

温度 23 ℃

サンプル濃度 1 mg/mL 

検出器 可変波長 UV-Vis 検出器（VWD） @ λ = 280 nm 

ソフトウェア Agilent WinGPC

図 1. 670,000～ 35,000 Da の 5 種類のタンパク質の 280 nm での UV トレースを重ね表示（正規化後の 
検出器の反応）。Agilent PROTEEMA 3 µm 300 Å カラムを使用

結論

PROTEEMA カラムは、水溶性緩衝液に溶け
たタンパク質の GPC/SEC 分析に適していま
す。Agilent PROTEEMA 300 Å カラムでは、
中～高モル質量のタンパク質をサイズに従っ
て分離できます。これにより、凝集体やフラグ
メントの検出が可能になります。
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